
住先に選ばれるまちへ
「掛川市移住促進会議」発足へ移

市
の
魅
力
を
織
り
交
ぜ
た
移
住
・
定
住

施
策
を
展
開川市

を
含
む
地
方
都
市
で
は
、

地
域
力
を
維
持
・
強
化
す
る

う
え
で
、
人
口
減
少
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　近
年
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
働
き
方

が
多
様
化
し
た
ほ
か
、
令
和
2
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行

し
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
飛
躍
的
に
進
ん
だ

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
場
所
や
時
間
を
選

択
で
き
る
働
き
方
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　市
で
も
こ
れ
を
機
に
地
方
分
散
や
地

方
移
住
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
た
め
、

掛
川
ら
し
さ
や
市
の
魅
力
を
織
り
交
ぜ

た
移
住
・
定
住
施
策
を
展
開
し
、
「
選

ば
れ
る
ま
ち
」
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持

続
可
能
）
な
ま
ち
」
と
な
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

官
民
連
携
で
施
策
を
協
議
し

移
住
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

は
昨
年
12
月
11
日
、
静
岡
県
、

市
内
企
業
や
団
体
、
移
住
者

に
よ
る
「
掛
川
市
移
住
促
進
会
議
」
を

発
足
し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
対
応

し
た
移
住
・
定
住
施
策
の
協
議
を
開
始

し
ま
し
た
。

　会
議
で
は
、
①
市
内
の
魅
力
あ
る
企

業
の
情
報
発
信
と
求
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、

②
掛
川
の
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
、
関
係
人

口
（※

）
を
増
や
す
取
り
組
み
で
地
域

の
課
題
解
決
、
③
増
加
す
る
空
き
家
・

空
き
店
舗
の
利
活
用
な
ど
、
市
の
抱
え

る
課
題
を
整
理
。
参
加
し
た
移
住
者
代

表
か
ら
は
、
市
民
に
よ
る
情
報
発
信
の

少
な
さ
が
指
摘
さ
れ
、
欲
し
い
人
に
、

欲
し
い
情
報
が
き
ち
ん
と
届
く
こ
と
の

必
要
性
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　今
後
は
移
住
者
の
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
官
民
が
密
に
連
携
し
、
多
様
化

す
る
移
住
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

仕
組
み
や
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

市
民
参
画
に
よ
る

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

は
、
市
民
が
ま
ち
に
愛
着
を

持
ち
、
魅
力
を
語
り
、
発

信
・
拡
散
す
る
「
市
民
参
画
に
よ
る
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　私
た
ち
が
当
た
り
前
に
感
じ
て
い
る

日
常
の
風
景
や
人
々
の
営
み
が
、
外
の

目
か
ら
見
る
と
新
鮮
に
映
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
自
分
だ
け
が
感
じ
て
い
る
魅

力
が
、
人
を
呼
び
込
む
き
か
っ
け
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
豊
か
な
自
然
や
、

歴
史
と
文
化
が
根
付
く
掛
川
の
魅
力
を

多
く
の
方
に
伝
え
、
市
の
目
指
す
「
希

望
が
見
え
る
ま
ち
・
誰
も
が
住
み
た
く

な
る
ま
ち
掛
川
」
を
み
ん
な
で
実
現
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※

関
係
人
口…

移
住
し
た
人
（
定
住
人
口
）
や
観

　光
に
来
た
人
（
交
流
人
口
）
と
は
異
な
る
、
地

　域
と
多
様
に
関
わ
る
人
々
の
こ
と
。

掛市

市

掛
川
市
の
掲
げ
る「
希
望
が
見
え
る
ま
ち・誰
も
が
住
み
た
く
な
る
ま

ち
掛
川
」を
実
現
す
る
た
め
、掛
川
に
住
ん
で
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、市
外
の
方
も
、住
み
、働
き
、学
び
、訪
れ
た
い
と
思
う
ま
ち
を

目
指
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

問
観
光・シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課（
☎
21–

１
１
２
１
）

これまでの連載地域新電力の
記事はこちらから確認できま
す。

市ホームページ

かけがわ版シュタットベルケのイメージ

かけがわ報徳パワー㈱
取締役　星之内　進

エネルギーは私た
ちの生活になくては
ならない大切なもの

ですが、一方で環境に負担をかけてい
ます。未来は子どもたちのものです。
かけがわ報徳パワーはクリーンな環境
を子どもたちにつないでいくために、
地域に再生可能エネルギーを優先して
供給していきます。市民のみなさんの
応援をお願いします。

未来は子どもたちのもの、
今を生きる私たちにできること

　産学官民が報徳パワーを核として連携し、先端技術を活用しなが
ら各種インフラ事業に一体的に取り組みます。そうして得た利益を
温暖化対策を軸に、さまざまな地域課題の解決に利用し、それらに
相乗効果をもたせることで大きな3つの目標の達成に波及させていき
ます。

公
民
の
一
体
的
な
取
り
組
み
で

脱
炭
素
と
地
域
発
展
を
両
立

　「
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
」
と
は
、
ド
イ

ツ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水
道
、
交
通
な
ど
の

公
共
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
・
運
営
す
る
自
治

体
所
有
の
公
益
企
業
の
こ
と
で
す
。
地
産

の
電
力
や
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
で
得
た

利
益
を
、
時
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ

ス
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
）
と
し
て

地
域
へ
還
元
し
ま
す
。

　掛
川
市
で
は
こ
れ
を
モ
デ
ル
と
し
て
、

官
と
民
が
そ
れ
ぞ
れ
担
っ
て
き
た
公
共
イ

ン
フ
ラ
な
ど
の
事
業
を
、
か
け
が
わ
報
徳

パ
ワ
ー
が
核
と
な
っ
て
一
体
的
な
取
り
組

み
を
展
開
し
、
そ
の
利
益
を
地
域
課
題
の

解
決
に
充
て
る
こ
と
で
、
脱
炭
素
と
地
域

の
発
展
の
両
立
を
目
指
し
ま
す
。

便
利
で
魅
力
あ
る
ま
ち
を
次
世
代
へ

　こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
は
、
電
力

や
ガ
ス
を
民
間
企
業
、
上
下
水
道
や
道
路

な
ど
を
行
政
が
担
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独

で
効
率
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
か
け
が

わ
版
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
は
こ
の
方
式
を

一
新
し
、
民
間
と
行
政
が
一
体
的
に
取
り

組
み
、
各
分
野
間
の
一
元
化
や
情
報
共
有
、

資
源
な
ど
の
相
乗
効
果
で
組
織
全
体
の
生

産
性
向
上
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　ま
た
、
利
益
は
出
資
者
に
分
配
せ
ず
、

市
内
の
産
業
や
地
域
特
性
に
合
わ
せ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
造
に
充
て
ら

れ
ま
す
。
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
へ

導
く
と
同
時
に
、
地
域
内
で
お
金
が
循
環

す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　一
体
的
な
イ
ン
フ
ラ
管
理
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
環

境
へ
配
慮
し
な
が
ら
経
済
と
雇
用
を
守
り
、

便
利
で
魅
力
あ
る
ま
ち
を
次
の
世
代
へ
継

承
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
地
域
が
活
性
化
す
る
と
と
も
に
、

報
徳
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
「
か
け
が
わ
」

の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
こ
と
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

連載
地域新電力③

か
け
が
わ
版
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ

の
実
現
に
向
け
て

問
環
境
政
策
課(

☎
21-

１
２
１
８
）

　今
回
は
、
掛
川
市
と
か
け
が
わ
報
徳
パ
ワ
ー
㈱
が
協
力
し
て
目

指
す
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
「
か
け
が
わ
版
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル

ケ
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

経済対策経済対策

防災対策防災対策

高齢者支援高齢者支援高齢者支援 教育支援教育支援

子育て対策子育て対策

利益の還元利益の還元

産産 学学

民民官官

サービス提供サービス提供

温暖化対策温暖化対策

先端技術の活用先端技術の活用

エネルギー
最適化
エネルギー
最適化

インフラの
最適化
インフラの
最適化

スマートな
生活の実現
スマートな
生活の実現

課題解決分野の例課題解決分野の例

報徳パワー

温暖化対策を軸として
相乗効果を追求
温暖化対策を軸として
相乗効果を追求
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インフラの最適化とは
地域の実情に合った形で、
持続性や財政効率の在り
方を考慮し、インフラが
整理・維持・管理・更新
され、将来にわたり使用
できること

スマートな生活とは
環境に配慮しつつ、仕事や交通、医
療福祉など、あらゆる分野の機能と
サービスが連携し、利用者にとって
快適なサービスが提供されること

エネルギー最適化とは
エネルギーの相互融通に
より、地域でつくられた
エネルギーを無駄なく使
用できること


